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                と き 平成２５年１０月 21 日（月） 

                    １８：００～２０：００ 

                ところ 南三陸町志津川保健センター 

                    ２階会議室 

 

 次   第 

 

１ 開   会 

２ 挨   拶   

３ 会   議 

（１）会議の目的・進め方に関する説明 

  （２）第 1 回会議に関する報告   

  （３）町の人口の動きに関する報告 

  （４）人口減少・流出の要因や問題についての話し合い・発表 

  （５）人口増加への取組み事例に関する報告 

  （６）次回の検討テーマについての話し合い・発表 

  （７）とりまとめ 

４ 事務連絡 

５ 閉  会 

 

 

（資料） 

・資料１ 南三陸町震災復興計画推進会議委員名簿 

・資料２ 第２回南三陸町復興計画推進会議 座席配置図 

・資料３ 本日のグループ討議の進め方について 

・資料４ 第 1 回推進会議結果の概要・まとめ 

・資料５ 町の人口の動きと人口増加への取組み事例 
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第２回推進会議の進め方について 

 

 第2回推進会議では、第1回会議の検討結果を振り返り、皆さんが課題にあげた人口

減少・流出の要因や問題について、事務局の提供資料をもとに話し合いと発表をして

いただきます。 

 また、人口減少対策の取り組みとしての様々な参考事例を見ていただいた上で、次

回の検討テーマを決めていただきます。 
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推進会議

スタート 

第1回推進会議：会議の進め方と検討テーマの設定 

（平成25年9月17日） 

●会議の進め方 

●事前書込み結果の報告・検討テーマに関する意見交換 

全体スタート

会議 

 

町民主体

の検討や

意見交換 

 

第2回推進会議：テーマについて背景や問題点を探る 

（10月21日） 

●第1回検討結果の振返り 

●事例など事務局の提供素材をもとに、人口減少・

流出の要因や問題の話し合いと発表 

●人口減対策への取組み事例をもとに次回検討テー

マを選定 

人口減少・流

出の資料⇒要

因や問題の検

討 

人口減対策事

例⇒次回テー

マの検討 

第3回推進会議：テーマの検討（11月） 

●検討テーマ 

●「私たちならどうするか」の話し合いと発表 

⇒課題の深堀

と「どうする

か」の検討 

次回テー

マｽﾀｰﾄ 

第4回推進会議：仕上げ・次回テーマ検討（12月） 

●アクション・プラン（住民・行政の役割分担）の話し

合いと発表 

⇒アクション

プラン作成 

●次回テーマの選定とスケジュール確認 
スタート 
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＜再掲：推進会議の運営方針＞ 

○町民主体による検討と復興推進の「きっかけ」づくり 

 復興計画に基づく事業の進捗により、町民一人ひとりの生活レベルの復興が徐々に

本格化しつつも、町民感情としては未だ復興が進んでいるとは言えない状況であり、

また、震災後２年６ケ月が経過した現在、復興計画の策定当初では予測できなかった

町を取り巻く環境の変化が明らかになってきています。 

 そこで、町民が検討主体となる復興計画推進会議を設置し、日常的で身近な話題か

ら議論を始め、復興まちづくりの目指す姿、本町としてのこだわりを明らかにし、復

興に向けて町民自らが行動するための“きっかけ”とするほか、とりまとめた町民意

見を震災復興計画に反映していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○会議運営の基本ルール 

 町民委員一人ひとりがそれぞれに考えに基づき発言でき、検討テーマの学習や相互

の意見交換を通した検討成果をもとに、創造的な提案ができるようにします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜町民主体による検討＞ 

・復興まちづくりが目指す姿 

・守るべき考え方やこだわり 

・町民が行動するための町の取組み

南三陸町 

提

案 

町民主体の 

まちづくり活動 

協働の 

まちづくり 
計画反映

行動誘発

助

言 

学識者から 

委員 町民主体のまちづくり行動に結び付けられるよう、

検討するテーマを含めて委員自ら考えます。 

復興計画の背景、まちを取り巻く環境変化や成功事例

を積極的に学び、確実なまちづくりにつなげます。 積極的に学ぶ 

自らの思いをつらぬくだけではなく、お互いの意見を

尊重し、共に創造して提案します。 
共に創造する 

学識者委員 

議論の共有・アドバイス 

自ら考える 


